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サ
ミ
ッ
ト
の
参
加
国
か
ら

は
「
世
界
経
済
が
直
面
す
る

危
機
」
と
の
認
識
に
対
し
異

論
が
続
出
し
た
。
ド
イ
ツ
の

メ
ル
ケ
ル
首
相
だ
け
で
な
く
、

オ
ラ
ン
ド
仏
大
統
領
も
、
サ

ミ
ッ
ト
終
了
後
の
記
者
会
見

で
「
現
在
は
経
済
危
機
で
は

な
い
」
と
表
明
し
溝
は
埋
め

き
れ
な
か
っ
た
。
英
フ
ィ
ナ

組
春
闘
第
３
波
の
行
動
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
、
長
野
一
般
松

本
イ
ン
タ
ー
店
の
当
該
始
め

８
名
が
、
「
ワ
ン
オ
ペ
勤
務

を
無
く
せ
。
最
賃
に
張
り
付

い
た
募
集
は
Ｎ
Ｏ
！
」
と
、

フ
ァ
ミ
マ
立
川
本
部
前
に
、

50
名
の
首
都
圏
６
労
組
の
全

国
一
般
の
仲
間
ら
と
声
を
上

げ
、
申
し
入
れ
の
中
で
フ
ァ

ミ
マ
争
議
の
前
進
を
勝
ち
取
っ

た
。５

月
17
日
に
開
か
れ
た
院

内
集
会
で
は
、
「
最
賃
の
大

幅
ア
ッ
プ
を
参
議
院
選
の
焦

点
に
」
と
、
野
党
４
党
の
国

会
議
員
も
参
加
し
、
80
名
が

結
集
し
た
。

全
国
一
般
は
、
今
後
も
、

全
世
界
の
最
低
賃
金
ア
ッ
プ

の
闘
い
と
連
動
し
、
一
連
の

最
賃
大
幅
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
、
労
働
法
制
の
改
悪
反

対
、
長
時
間
労
働
Ｎ
Ｏ
の
闘

い
と
共
に
進
め
て
い
こ
う
！

安
倍
晋
三
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
失
敗
を
よ
そ
に
、
「
新

三
本
の
矢
」
で
、
２
０
２
０

年
ご
ろ
に
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国

内
総
生
産
）
を
６
０
０
兆
円

に
し
、
２
０
２
０
年
半
ば
に

は
出
生
率
を
１
．
8
に
す
る

と
宣
言
し
た
。
過
去
20
年
間

の
実
質
成
長
率
の
平
均
は
０
．

8
％
で
、
名
目
と
言
え
ど
も

過
去
20
年
間
は
、
３
％
代
の

成
長
の
達
成
は
無
い
。
３
％

成
長
は
、
夢
の
ま
た
夢
の
大

嘘
に
過
ぎ
な
い
。

従
っ
て
、
最
低
賃
金
の
３

％
ア
ッ
プ
を
安
倍
政
権
は
ぶ

ち
上
げ
た
が
、
前
提
と
な
る

追
い
詰
め
ら
れ
、大
嘘
を
つ
く
安
倍
政
権
に
逆
ね
じ
を
食
ら
わ
そ
う
！

●
参
議
院
選
ま
で
が
「
賞
味
期
限
」
の
、
安
倍
の
大
ウ
ソ
は
破
綻
ず
み
、

丁
寧
に
反
撃
し
・
宣
伝
し
・
喝
破
し
よ
う
！

ン
シ
ャ
ル
タ
イ
ム
ズ
紙
は
、

キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
が
安
倍
首

相
の
「
“
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
級
の
危
機
”
と
い
う
認
識

を
共
有
し
て
お
ら
ず
、
数
字

の
取
り
方
が
恣
意
的
だ
」
と

批
判
し
て
い
る
。

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
失
敗

隠
し
に
サ
ミ
ッ
ト
利
用
」
と

見
抜
か
れ
て
い
る
の
だ
。

政
治
も
メ
デ
ィ
ア
も
劣
化

が
著
し
い
。
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
失
敗
」
、
「
新
３
本
の

矢
」
、
「
女
性
活
躍
」
、

「
１
億
総
活
躍
」
、
「
フ
ク

シ
マ
の
ア
ン
ダ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
」
な
ど
、
安
倍
の
大
嘘
を

検
証
せ
ず
、
甘
利
の
政
治
資

金
問
題
も
パ
ナ
マ
文
書
も
五

全
国
一
般
は
、
16
春
闘
の

重
要
な
闘
い
の
柱
と
し
て
、

最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ

の
闘
い
を
早
め
に
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
年

頭
よ
り
、
「
最
低
賃
金
大
幅

引
き
上
げ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
委

員
会
」
を
、
発
足
さ
せ
た
。

そ
し
て
、
「
最
賃
ア
ッ
プ
１

５
０
０
円
チ
ラ
シ
」
を
1
万

枚
印
刷
し
、
「
最
賃
ア
ッ
プ

の
ぼ
り
」
を
新
調
し
、
署
名
・

宣
伝
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

４
月
12
日
に
は
、
大
手
コ

ン
ビ
ニ
３
社
の
本
社
へ
、

「
１
０
０
０
円
以
下
の
求
人

を
行
わ
な
い
こ
と
」
と
、
全

国
協
本
部
が
申
し
入
れ
た
。

４
月
15
日
に
は
渋
谷
セ
ン

タ
ー
街
と
ハ
チ
公
前
で
、

「
世
界
同
時
フ
ァ
ス
ト
フ
ー

ド
15
ド
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
展
開
さ
れ
、
道
行
く
人
た

ち
に
大
き
な
反
響
を
よ
ん
だ
。

４
月
22
日
に
は
、
東
京
労

●
サ
ミ
ッ
ト
で
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
失
敗
隠
し

●
消
費
税
Ｎ
Ｏ
！
大
企
業
に
は
増
税
を
！
劣
化
す
る

メ
デ
ィ
ア
に
対
抗
し
、
労
働
者
の
声
を
上
げ
よ
う
！

●
16
春
闘
、
更
な
る
闘
い
を
強
め
よ
う
！

最
低
賃
金
１
５
０
０
円
を
目
指
そ
う
！

輪
招
致
裏
金
問
題
も
追
及
で

き
て
い
な
い
。
非
正
規
労
働

者
の
均
等
待
遇
実
現
に
は
触

れ
ず
、
安
倍
の
『
同
一
労
働

７
割
賃
金
』
の
幻
想
を
振
り

ま
い
て
い
る
。
軍
事
費
削
減
・

法
人
税
増
税
・
内
部
留
保
課

税
な
ど
、
富
の
再
分
配
を
強

め
れ
ば
、
い
と
も
た
や
す
く

消
費
増
税
を
な
く
し
、
貧
困

撲
滅
へ
の
道
は
可
能
だ
。
も
っ

の
は
「
３
％
成
長
」
と
の
断

り
書
き
が
あ
り
、
「
同
一
労

働
同
一
賃
金
」
と
同
じ
く
、

参
院
選
で
絵
に
描
い
た
餅
を

労
働
者
に
食
べ
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
。
労
働
法
制
破
壊

を
許
さ
な
い
キ
ャ
ラ
バ
ン
の

成
功
を
か
ち
と
ろ
う
！

と
も
っ
と
労
働
者
の
声
を
上

げ
よ
う
！

第87回 日比谷メーデー

4
月
22
日
、
長
野
一
般
労

組
は
、
松
本
労
組
会
議
、
全

国
一
般
全
国
協
と
と
も
に
、

東
京
都
立
川
市
に
あ
る
株
式

会
社
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

（
代
表
取
締
役
社
長
中
山
勇
）

の
多
摩
・
甲
信
デ
イ
ス
ト
リ

ク
ト
統
括
本
部
に
対
し
て
、

①
加
盟
店
に
お
け
る
パ
ー
ト

従
業
員
の
最
低
保
証
給
を
引

き
上
げ
る
こ
と
。
②
一
人
勤

務
の
解
消
を
は
か
る
こ
と
な

ど
の
申
し
入
れ
行
動
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

会
社
は
、
組
合
の
申
し
入

れ
に
対
し
、
「
あ
く
ま
で
Ｆ

Ｃ
（
加
盟
店
）
の
自
己
責
任
」

「
出
来
無
い
と
と
言
う
の
は

責
任
放
棄
」
「
賃
金
を
上
げ

ろ
と
は
言
え
な
い
」
「
現
行

で
問
題
が
あ
る
と
は
思
っ
て

い
な
い
」
な
ど
と
建
前
を
主

張
。こ

れ
に
対
し
、
フ
ァ
ミ
マ

と
答
え
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
、
「
違
法
行
為

が
あ
れ
ば
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

な
ど
を
通
じ
て
指
導
す
る
。
」

３
月
23
日
、
秋
田
か
ら
兵
庫

ま
で
全
国
各
地
の
Ｍ
Ｒ
有
志

７
名
（
そ
の
後
２
倍
の
人
数

に
拡
大
）
が
全
国
一
般
全
国

協
に
直
接
加
入
す
る
「
全
国

一
般
マ
イ
ラ
ン
労
働
組
合
」

を
結
成
し
て
、
雇
用
確
保
を

求
め
て
４
月
５
日
か
ら
団
体

交
渉
を
開
始
し
た
。
皆
さ
ん

の
力
を
お
借
り
し
て
勝
利
に

向
か
っ
て
闘
い
抜
き
た
い
。

（
団
交
担
当
：
宮
城
合
同
労

組
委
員
長
・
星
野
憲
太
郎
）
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フ
ァ
ミ
マ
地
域
統
括
本
部
へ
最
低
給
保
障
と

ワ
ン
オ
ペ
改
善
の
要
請
行
動

長
野
一
般

4/22５
月
11
日
、
「
雇
用
と
暮

ら
し
の
底
上
げ
ア
ク
シ
ョ
ン

ア
ベ
政
権
は
も
う
嫌
だ
！
〜

次
に
来
る
矢
は
“
解
雇
自
由
”

と
“
定
額
働
か
せ
放
題
”
」

が
東
京
・
日
比
谷
野
音
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
労
働
弁
護
団
ら
の
よ

び
か
け
で
、
連
合
、
全
労
連
、

全
労
協
、
中
立
系
な
ど
労
働

団
体
の
違
い
を
越
え
て
一
八

○
○
名
の
労
働
者
、
市
民
、

弁
護
士
が
集
ま
り
ま
し
た
。

集
会
の
冒
頭
、
労
働
弁
護

団
の
棗
一
郎
会
長
が
「
安
倍

首
相
が
選
挙
を
前
に
い
い
こ

と
ば
か
り
言
っ
て
い
る
が
油

断
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
情

勢
報
告
を
し
ま
し
た
。
国
会

議
員
の
あ
い
さ
つ
と
し
て
、

民
進
党
・
中
根
康
浩
衆
院
議

員
、
共
産
党
・
小
池
晃
参
院

議
員
、
社
民
党
・
吉
田
忠
智

参
院
議
員
が
発
言
を
し
ま
し

た
。
あ
い
さ
つ
を
し
た
３
名

の
方
た
ち
は
お
互
い
に
手
を

つ
な
ぎ
合
っ
て
、
野
党
共
闘

で
労
働
法
制
の
改
悪
と
安
倍

政
権
の
暴
走
を
止
め
て
い
く

こ
と
を
力
強
く
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。
集
会
後
、
参
加
者

は
銀
座
デ
モ
で
訴
え
ま
し
た
。

松
本
イ
ン
タ
ー
店
の
Ｓ
組
合

員
が
、
「
10
時
間
一
人
な
ん

で
す
。
ど
う
し
た
ら
良
い
ん

で
す
か
？
閉
鎖
し
て
ト
イ
レ

に
行
っ
て
良
い
ん
で
す
か
？
」

と
聞
く
と
、
本
部
（
エ
リ
ア

本
部
）
「
生
理
現
象
な
ん
だ

か
ら
、
店
舗
の
閉
鎖
も
あ
り

う
る
」
「
や
む
を
得
な
い
」

と
改
善
を
約
束
し
ま
し
た
。

そ
し
て
交
渉
の
確
認
通
り
、

5
月
3
日
か
ら
5
日
ま
で
、

11
時
間
の
連
続
勤
務
（
ワ
ン

ア
メ
リ
カ
資
本
の
マ
イ
ラ

ン
製
薬
は
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
と

業
務
提
携
し
て
２
０
１
３
年

か
ら
Ｍ
Ｒ
と
呼
ば
れ
る
営
業

社
員
を
出
向
さ
せ
て
い
た
。

し
か
し
本
年
３
月
７
日
、
会

社
は
約
百
十
名
の
Ｍ
Ｒ
た
ち

に
向
か
っ
て
「
大
部
分
の
出

向
営
業
社
員
に
つ
き
、
フ
ァ

イ
ザ
ー
と
の
出
向
契
約
が
解

除
に
な
っ
た
。
社
内
に
戻
る

ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
提
供
で
き
な

い
の
で
、
特
別
一
時
金
と
リ

ク
ル
ー
ト
に
よ
る
無
期
限
の

就
職
支
援
を
セ
ッ
ト
に
し
た

退
職
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
用
意
し

た
」
と
説
明
。
突
然
の
こ
と

で
会
場
は
驚
き
に
包
ま
れ
た
。

「
全
国
一
般
マ
イ
ラ
ン
製
薬
労
組
」
を
結
成

雇
用
確
保
を
要
求
し
て
会
社
と
団
体
交
渉
へ

労
働
弁
護
団
が
呼
び
か
け
て
集
会
デ
モ

安
倍
政
権
打
倒
と
労
働
法
制
改
悪
阻
止

を
か
ち
と
ろ
う
！

オ
ペ
）
の
労
働
を
強
い
ら
れ

て
き
た
Ｓ
組
合
員
は
、
店
舗

を
一
時
閉
鎖
し
て
ト
イ
レ
休

憩
を
取
得
し
ま
し
た
。

「
時
間
外
労
働
」
で
和
解
成
立
！

東
横
イ
ン
労
組
・
武
蔵
中
原
駅
前

今
年
４
月
、
東
横
イ
ン
武

蔵
中
原
駅
前
フ
ロ
ン
ト
組
合

員
の
時
間
外
労
働
の
問
題
で
、

和
解
が
成
立
し
協
定
書
が
作

成
さ
れ
た
。
こ
れ
は
当
該
組

合
員
の
頑
張
り
、
そ
し
て
粘

り
強
い
交
渉
、
さ
ら
に
全
国

の
東
横
イ
ン
の
闘
い
の
成
果

で
あ
る
。

フ
ロ
ン
ト
４
名
は
支
配
人

の
パ
ワ
ハ
ラ
、
「
個
人
の
罰

清
掃
」
の
問
題
で
組
合
に
加

入
し
た
。
そ
し
て
第
１
回
交

渉
で
、
「
私
達
は
こ
の
仕
事

が
好
き
で
す
。
今
後
も
仕
事

を
続
け
て
い
け
る
よ
う
改
善

を
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
力

強
く
訴
え
た
。
そ
の
声
に
押

さ
れ
本
社
も
検

討
を
約
束
し
、

現
在
の
職
場
環

境
は
大
き
く
改

善
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
「
個
人
の

罰
清
掃
」
は
無

く
な
り
、
タ
イ

ム
カ
ー
ド
も
退
社
時
の
適
正

な
打
刻
に
な
っ
た
。

組
合
員
に
笑
顔
が
戻
っ
た
。

し
か
し
問
題
は
こ
れ
か
ら
だ
。

今
後
は
夜
間
休
憩
確
保
な
ど

職
場
の
労
働
環
境
・
体
質
の

改
善
に
向
け

取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

共
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
！

（
全
国
一
般

神
奈
川
）

ファミマ要請行動（立川市）
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全
国
各
地
の
16
春
闘

２/２７ 最低賃金キャンペーン＠新宿

3/12 原発のない福島を！県民大会 ＠郡山市・開成山公園

4/27 静岡県共闘の春闘学習会「労働法制」

4/6 けんり春闘中央
総決起集会 ＠新橋

4/6 首都高速会社前行動（16けんり春闘）

３/12～26 ＠郡山市開成山公園

4/6 経団連抗議行動（16けんり春闘）

3/26 脱原発集会 ＠代々木公園
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４
・
12

仁
和
寺
裁
判
勝
訴
！

ｉ
Ｗ
Ａ
ｉ
争
議
も
大
詰
め
にき

ょ
う
と
ユ
ニ
オ
ン

世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
て

い
る
京
都
の
名
刹
「
仁
和
寺
」

の
宿
坊
で
料
理
長
が
、
年
３

５
９
日
の
出
勤
、
残
業
時
間

が
月
２
０
０
時
間
を
超
過
、

と
い
う
裁
判
官
も
あ
き
れ
た

過
酷
な
勤
務
の
末
に
抑
う
つ

神
経
症
を
発
症
。
未
払
い
残

業
賃
金
と
労
災
の
慰
謝
料
を

請
求
し
て
の
裁
判
が
4
月
12

日
に
勝
利
判
決
を
勝
ち
取
り

ま
し
た
。

判
決
後
、
仁
和
寺
側
は
控

訴
す
る
姿
勢
で
し
た
が
、
マ

ス
コ
ミ
か
ら
も
大
き
く
と
り

あ
げ
ら
れ
、
ネ
ッ
ト
で
も

“
ブ
ラ
ッ
ク
寺
院
”
な
ど
の

批
判
を
浴
び
、
和
解
を
申
し

入
れ
て
き
ま
し
た
。

本
人
が
最
も
望
ん
で
い
た

仁
和
寺
の
謝
罪
を
受
け
て
和

解
で
解
決
と
な
り
ま
し
た
。

ｉ
Ｗ
Ａ
ｉ
分
会
は
ス
ト
ラ

イ
キ
占
拠
闘
争
２
８
０
日
目

の
6
月
11
日
、
「
ｉ
Ｗ
Ａ
ｉ

で
わ
い
わ
い
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
」

の
激
励
集
会
を
開
催
。

会
社
が
占
拠
闘
争
に
対
し

て
行
っ
た
「
立
ち
入
り
禁
止
」

訴
訟
は
会
社
が
負
け
続
け
、

最
高
裁
で
も
労
働
者
側
の
完

全
勝
利
に
終
わ
り
ま
し
た
。

3
月
21
日
か
ら
再
開
さ
れ

た
団
体
交
渉
は
5
月
に
会
社

側
か
ら
打
ち
切
り
の
通
告
が

あ
り
、
団
交
拒
否
に
対
し
て

労
働
委
員
会
の
申
し
立
て
を

準
備
中
で
す
が
、
会
社
側
弁

護
士
か
ら
は
解
決
の
糸
口
を

さ
ぐ
る
打
診
が
あ
り
、
解
決

に
向
け
た
動
き
が
少
し
づ
つ

進
ん
で
い
ま
す
。
分
会
メ
ン

バ
ー
は
気
を
緩
め
ず
に
最
後

ま
で
闘
い
抜
く
と
決
意
を
固

め
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
オ
ン
北
九
州

現
在
、
ユ
ニ
オ
ン
北
九
州

に
は
、
熊
本
に
５
名
の
組
合

員
が
い
ま
す
。
地
震
の
直
後

か
ら
安
否
確
認
を
行
い
ま
し

た
。
幸
い
に
も
怪
我
人
は
い

な
い
よ
う
で
す
が
、
家
屋
に

大
き
な
被
害
を
受
け
た
組
合

員
も
い
ま
す
。

熊
本
信
用
金
庫

分
会
の
林
田
分
会

長
か
ら
、
５
・
１

メ
ー
デ
ー
に
際
し

て
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

寄
せ
ら
ま
し
た
。

『
お
忙
し
い
な

か
、
い
ろ
い
ろ
と

お
心
遣
い
し
て
頂

い
て
お
り
ま
す
よ

う
で
恐
縮
し
て
お

り
ま
す
。
こ
ち
ら

は
、
Ｍ
組
合
員
は
、

熊
本
市
南
区
城
南

町
か
ら
合
志
市
の
娘
さ
ん
方

へ
疎
開
し
て
ま
す
。
Ｓ
組
合

員
は
一
週
間
ほ
ど
佐
賀
県
に

避
難
し
て
ま
し
た
。
私
の
方

は
、
幸
い
に
し
て
建
物
に
損

傷
も
な
く
、
水
道
、
西
部
ガ

ス
も
復
旧
し
て
、
建
物
内
部

の
整
理
に
精
を
出
し
て
い
ま

す
。
く
ま
し
ん
分
会
み
ん
な

元
気
で
生
活
復
旧
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

本
部
の
皆
さ
ま
、
各
分
会

の
皆
さ
ま
に
も
こ
の
こ
と
を

お
伝
え
下
さ
い
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

と
り
あ
え
ず
、
現
状
報
告
と

し
、
メ
ー
デ
ー
へ
の
連
帯
の

挨
拶
と
致
し
ま
す
。
』

４
月
17
日
の
執
行
委
員

会
で
、
熊
本
救
援
カ
ン
パ

へ
の
取
り
組
み
を
決
議
し

ま
し
た
。
全
組
合
員
に
対

し
、
救
援
カ
ン
パ
を
呼
び

掛
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ぜ
ひ
、
全
国
の
仲
間
の
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！

全
国
一
般
全
国
協

中
央
執
行
委
員
会

５
月
21
日
第
25
期
第
４

回
中
央
執
行
委
員
会
に
お

い
て
支
援
カ
ン
パ
の
呼
び

か
け
を
決
定
し
ま
し
た
。
熊

本
信
用
金
庫
分
会
、
熊
本
学

園
大
学
の
仲
間
、
ま
た
大
分

の
臼
杵
運
送
分
会
の
仲
間
な

ど
が
被
災
し
て
お
り
ま
す
。

九
州
現
地
の
全
国
協
加
盟
労

組
と
連
携
し
て
支
援
を
強
め

て
い
き
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

熊本地震被災者への
支援カンパを訴えます！

５
・
31
解
雇
に
対
し
て
今
後
も
成
田
空
港
な

ど
で
抗
議
行
動
を
続
け
ま
す
！

全
労
働
者
組
合
・
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
分
会

私
達
、
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
航
空
（
Ｃ
Ｍ

Ｉ
）
客
室
乗
務
員
成
田
空
港

ベ
ー
ス
は
、
３
月
末
で
非
効

率
的
、
低
生
産
性
と
の
理
由

で
事
業
所
閉
鎖
と
な
り
ま
し

た
。
会
社
側
は
、
早
期
退
職

案
な
い
し
地
上
職
勤
務
へ
の

異
動
打
診
（
地
上
職
は
希
望

者
が
出
て
か
ら
調
整
す
る
の

で
確
保
で
き
る
か
は
保
証
し

な
い
）
に
応
じ
な
か
っ
た
者

は
解
雇
す
る
と
通
告
し
、
５

月
31
日
で
解
雇
と
な
り
ま
し

た
。４

月
25
日
に
は
Ｃ
Ｍ
Ｉ
に

対
し
て
解
雇
無
効
訴
訟
を
提

起
し
ま
し
た
。
Ｃ
Ｍ
Ｉ
の
実

質
的
経
営
者
で
あ
る
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
航
空
（
Ｕ
Ａ
）
に
対

し
て
は
都
労
委
で
争
い
ま
す
。

私
た
ち
13
名
の
組
合
員
は

客
室
乗
務
員
と
し
て
復
職
で

き
る
ま
で
闘
い
続
け
ま
す
。

４
名
の
雇
い
止
め
解
雇
撤
回
、
並
木
委
員
長
が

職
場
復
帰
！
バ
ッ
ク
ペ
イ
全
額
支
払
い
で
全
面

勝
利
解
決

東
京
東
部
労
組
・
市
進
支
部

５
月
20
日
、
中
央
労
働
委

員
会
（
中
労
委
）
に
お
い
て
、

２
０
１
３
年
以
来
３
年
に
わ

た
る
争
議
に
つ
き
（
株
）
市

進
と
東
部
労
組
市
進
支
部
の

全
面
・
一
括
和
解
が
成
立
し

ま
し
た
。
和
解
の
内
容
は
組

合
の
全
面
勝
利
で
す
。

４
名
の
不
当
解
雇
撤
回
を

か
ち
と
り
、
ま
た
今
年
２
月

末
日
で
の
雇
い
止
め
解
雇
の

通
告
を
受
け
て
い
た
小
宮
副

委
員
長
に
つ
い
て
も
解
決
と

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
各

自
へ
の
バ
ッ
ク
ペ
イ
（
賃
金

の
遡
及
払
い
）
も
含
め
た
解

決
金
を
会
社
が
支
払
う
と
と

も
に
、
並
木
委
員
長
が
６
月

１
日
よ
り
職
場
復
帰
し
ま
す
。

争
議
は
全
面
勝
利
解
決
し

ま
し
た
が
、
今
後
、
並
木
委

員
長
、
髙
畑
組
合
員
が
職
場

に
残
り
組
合
活
動
・
職
場
闘

争
を
継
続
・
発
展
さ
せ
て
い

き
ま
す
。
講
師
の
待
遇
改
善

を
実
現
す
る
ま
で
、
市
進
支

部
の
職
場
で
の
闘
い
は
続
き

ま
す
。



（３）第132号 全国一般全国協 2016年6月12日

4/6 辺野古埋め立てワイロを送った
五洋建設抗議行動（東部けんり総行動）

5/15 宮城合同労組プレストシーブ行動

4/21 ファミリーマート要請行動 ＠立川市
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自
分
の
所
属
す
る
全
国
一

般
中
金
労
組
か
ら
は
、
5
月

12
日
〜
5
月
15
日
の
日
程
を

二
名
で
参
加
し
ま
し
た
。
二

人
と
も
が
初
参
加
だ
っ
た
の

で
不
安
が
先
行
し
て
い
ま
し

た
が
平
和
行
進
を
無
事
に
最

後
ま
で
や
り
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
の
平
和
行
進
に
参
加
し

て
一
番
に
感
じ
た
の
が
現
地

の
沖
縄
の
人
た
ち
の
反
応
の

良
さ
で
す
。
自
分
た
ち
の
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
車
の
窓
を

開
け
て
聞
い
た
り
、
手
を
振
っ

て
応
え
て
く
れ
た
人
た
ち
が

す
ご
く
多
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
や
は
り
沖
縄
の
人
た
ち

は
基
地
に
対
し
て
怒
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
と
肌
身
で
感
じ

ま
し
た
。

近
年
の
沖
縄
で
は
米
兵
の

婦
女
暴
行
事
件
（
１
９
９
５

年
発
生
）
や
市
街
地
に
あ
る

普
天
間
飛
行
場
の
危
険
さ
が

準
備
し
て
頂
い
た
現
地
の
方
々

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
大
鵬
労
組
は
南
コ
ー

ス
で
し
た
が
、
南
部
は
戦
争

の
激
戦
区
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
戦
争
の
凄
ま
じ
さ
を
知
り

ま
し
た
。
私
の
中
で
の
沖
縄

の
イ
メ
ー
ジ
は
観
光
地
と
し

て
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
平
和
行
進
に
参
加
し
戦
争

の
爪
痕
を
身
を
も
っ
て
知
り

ま
し
た
。
現
在
日
本
は
確
か

に
平
和
だ
と
思
い
ま
す
が
、

沖
縄
に
米
軍
基
地
が
無
く
な

る
ま
で
は
本
当
の
平
和
と
は

第
39
回
沖
縄
平
和
行
進

沖
縄
平
和
行
進
に
初
め
て
参
加
し
て
…

東
京
南
部
・
小
金
菜
穂
子

月
桃
が
風
に
揺
れ
る
沖
縄

を
、
５
・
15
平
和
行
進
で
初

め
て
歩
い
て
参
り
ま
し
た
。

私
は
、
ヤ
マ
ト
で
生
ま
れ

育
ち
ヤ
マ
ト
に
暮
ら
す
立
場

か
ら
沖
縄
の
事
を
書
い
た
り

話
し
た
り
す
る
事
に
、
常
に

恐
れ
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、
見

て
・
聞
い
て
・
歩
き
・
歌
い
・

座
り
込
ん
で
感
じ
た
事
は
、

ど
う
に
か
し
て
で
も
伝
え
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

5
月
15
日
の
朝
、
行
進
団

の
中
に
あ
っ
て
「
安
保
粉
砕
・

全
基
地
撤
去
」
の
掛
け
声
を

返
し
た
時
、
自
分
に
は
ど
れ

程
の
焦
燥
感
や
切
実
さ
が
あ
っ

た
の
か
。

無
事
帰
路
に
着
い
た
３
日

後
に
、
米
軍
属
に
よ
っ
て
尊

い
命
が
無
惨
に
奪
わ
れ
る
あ

ま
り
に
も
理
不
尽
な
事
件
の

報
道
を
聞
く
こ
と
と
な
り
、

問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
先

日
も
、
う
る
ま
市
で
軍
属
の

婦
女
暴
行
殺
人
事
件
が
発
生

し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
す
べ

て
沖
縄
に
駐
在
す
る
米
軍
基

地
が
起
因
し
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
基
地
さ
え
な
け

れ
ば
平
和
な
観
光
立
国
と
な
っ

た
本
当
の
沖
縄
の
姿
が
そ
こ

に
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
沖
縄
か
ら
の
基
地
完

全
撤
去
を
願
い
つ
つ
、
様
々

な
運
動
を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

基
地
へ
の
怒
り
を
肌
身
で
感
じ
…

中
金
労
組

言
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
平
和
行
進
で
各
労
組

共
通
し
て
、
基
地
の
無
い
沖

縄
に
し
た
い
と
強
く
思
い
、

私
も
そ
の
思
い
に
賛
同
し
こ

れ
か
ら
も
平
和
行
進
に
参
加

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

５
・
12
〜
15

沖
縄
を
終
わ
ら
な
い
戦
争
の

中
に
お
き
ざ
り
に
し
て
苦
し

め
続
け
て
い
る
罪
深
さ
を
改

め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

全
基
地
撤
去
の
切
実
な
願
い

は
待
っ
た
無
し
。
ヤ
マ
ト
の

人
間
に
何
が
で
き
る
の
か
、

今
こ
そ
自
分
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。

未
来
の
子
供
達
に
は
絶
対

に
絶
対
に
戦
争
で
悲
惨
な
思

い
を
さ
せ
な
い
と
い
う
沖
縄

の
闘
い
の
熱
い
火
種
を
受
け

取
り
、
東
京
の
闘
い
、
自
分

の
職
場
の
闘

い
で
、
ま
だ

見
ぬ
仲
間
達

に
繋
い
で
い

き
た
い
で
す
。

本
当
の
沖
縄
を
知
れ
ま
し
た
！

大
鵬
薬
品
工
業
労
組
・小
松
周
道

命
ど
ぅ
宝
！

「
平
和
」
を
願
っ
て
…

大
鵬
薬
品
工
業
労
組
・唐
谷
薫

私
は
今
回
の
行
進
に
初
参

加
さ
せ
て
頂
き
、
日
常
の
暮

ら
し
の
中
で
な
か
な
か
頭
の

中
を
過
ぎ
ら
な
い
現
実
を
再

度
実
感
致
し
ま
し
た
。
戦
争

の
犠
牲
者
が
い
た
か
ら
今
の

日
本
が
あ
る
。
私
た
ち
は
平

和
の
尊
さ
を
教
え
て
く
れ
た

犠
牲
者
人
々
に
、
本
当
に
感

謝
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な

と
感
じ
ま
し
た
。

現
地
の
視
察
で
ひ
め
ゆ
り

の
塔
を
訪
ね
た
際
、
当
時
の

子
供
の
作
文
を
読
み
、
胸
が

熱
く
な
り
ま
し
た
。
私
が
、

か
つ
て
１
度
ひ
め
ゆ
り
の
塔

に
行
っ
た
の
が
中
学
生
の
頃

だ
っ
た
の
で
、
ま
た
違
う
角

度
で
子
供
た
ち
の
想
い
を
感

じ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
自

分
の
口
で
地
元
徳
島
、
あ
る

い
は
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
次

世
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
平

和
の
尊
さ
を
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
我
々

の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

沖
縄
の
基
地
が
１
つ
で
も

多
く
返
還
さ
れ
る
こ
と
、
日

本
が
戦
争
を
２
度
と
繰
り
返

さ
な
い
国
で
あ
り
続
け
る
こ

と
、
ま
た
世
界
中
の
戦
争
が

な
く
な
る
こ
と
、
起
こ
ら
な

い
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
５･

15
沖
縄
平
和

行
進
に
初
め
て
参
加
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
私
が
感
じ

た
こ
と
は
【
辺
野

古
新
基
地
建
設
を

断
念
さ
せ
よ
う
！

安
倍
政
権
の
壊
憲

に
抗
し
よ
う
！
】

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

か
か
げ
、
各
コ
ー

ス
で
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
行
い
、

行
進
し
ま
し
た
。

休
憩
所
や
昼
食
を


